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３ 要旨 

 ヒカリギセルの成育と繁殖については室内及び桑園内で飼育試験を実施してきたが、室内で確認された

産卵数に比べ桑園内の繁殖率はかなり低い。これはヒカリギセルの習性で、産卵直後に共食いすることが

大きく影響していると思われる。そこで産卵直後の卵を共食いから防ぐのに有効と思われる資材を用いて繁

殖率を向上させる方法を検討した。 

（１）立通し桑園を使用し、餌等は１㎡当たり桑廃条１０Kg、稲わら５Kg、炭カル0.2Kgを入れ、その間に各種

の産卵保護資材を入れた。 

（２）産卵保護資材には篠竹、かや、稲わらをそれぞれ３cmの長さに切り１㎡当たり３Kgを入れた。 

（３）そこにヒカリギセルの成貝を５月に１００個体放し、１２月に桑園から採取し成貝数及び幼貝数とその大

きさを調査した。 

（４）その結果、産卵保護資材を入れない対照区の繁殖割合は放貝数に対し４２０％であったが、産卵保護

資材を入れた各区は篠竹区９９２％、かや区７５０％、稲わら５１９％であり、いずれも対照区より優った。 

（５）特に篠竹区、次いで、かや区が良く、これらの資材が産卵に適した穴の大きさのために成貝や幼貝によ

る卵の共食いを防いだものと思われる。


